
愛知県看護職員１５万人体制などの実現を求める意見書

２０２５年超高齢化社会がおとずれるもとで、愛知県内の医師・看護師・介護職員など

の人手不足が深刻です。

背景には、勤務医の過重労働や、看護職員の夜勤労働等の変則長時間労働にみられるよ

うな現場の過酷な労働実態があります。

愛知県の医師不足は依然として深刻で、県内３２２病院の２割を超える６６病院で診療

科の休止や診療制限をしている実態であり、看護師においては愛知県の平成２３年の看護

職員数は需給数と供給数に対し、人口１０万人対比で全国４２位と少ない実態にあります。

また、介護職員においては賃金が他産業より９万円から１０万円低く、１人夜勤など勤

務環境が過酷で離職率は１９％にものぼっています。

厚生労働省が平成２２年に策定した「看護職員第７次需給見通し」では、平成２７年に

おける愛知県の看護職員数の需要数は、７４，６５７人としていますが、安全・安心の医

療体制のためには「日勤は患者４人に看護師１人、夜勤は患者１０人に看護師１人」以上

の体制と、夜勤・交替制労働の改善や休暇・諸権利取得が保障される労働条件が必要です。

愛知県においては、現状の２倍にあたる１５万人以上の看護職員を確保し、愛知県民が

いつでも・どこでも・誰でも、安全・安心の医療・介護が受けられる体制が求められてい

ます。

以上の趣旨から、下記の事項について県に要望します。

記

１．医療の高度化・超高齢化社会を支えるため愛知県の看護職員数を１５万人以上に増や

して、安全・安心の医療・介護が受けられるようにすること。

２．「第８次看護職員需給見通し」策定にあたり、夜勤軽減、長時間労働の是正、有給休

暇の取得促進など、勤務環境改善を盛り込む抜本的な計画を策定すること。

３．愛知県内の医師数を大幅に増員すること。

４．愛知県内の介護職員を大幅に増員すること。

以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出します。
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